
誰でも

安心・安全で

住みよいまち古牧

古牧地区住民自治協議会
令和７年９月３０日



古牧地区の概要

 世帯・人口（R７．４．１現在）

世帯 １１，９０３世帯

人口 ２５，９５１人 (男１２，８２３人 女１３，２１８人)

 年齢別構成比

古牧地区【長野市平均】

０歳 ～１４歳 ３，３６３人（１３．０％）【１１．２％】

１５歳～６４歳 １６，２７４人（６２．７％）【５７．７％】

６５歳以上 ６，３１４人（２４．３％）【３１．１％】



住民自治協議会の概要（変遷）

設立日：平成19年３月１８日

目 的：住民相互間の交流と親睦を図り、住民の積極的な

運営参加により豊かで住みやすい地域づくりに寄与

会 員：１２区（自治会）の住民及び事業所が参画

（設立時は１３区で令和2年に1区が隣接区と合併）



設立時：４部会１０部３７団体

地域の活動団体（３７団体）とネットワーク化

市の連合会組織制度の廃止に伴い

⇒ 廃止団体（１１団体）の活動を住民自治協議会が

継承
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総 務 部 会
総 務 部 自主防災連絡会

環 境 美 化 部

福 祉 部 会
福 祉 健 康 部

ボランティアセンター

福祉サービスセンター

子 育 て 支 援 部

安 全 部 会
防 犯 部

交 通 安 全 部

教養文化部会

公 民 館 部

青 少 年 育 成 部

人権男女参画部

事 務 局

各

種

団

体

（
24

）

古牧地区民生児童委員協議会 古牧地区遺族会

交通安全協会古牧支部 古牧農家組合長会

古牧地区シニアクラブ連合会 古牧NOSAI部長協議会

古牧地区防犯協会 ボランティア古牧

少年警察ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ協会古牧 古牧地区にとはちさま保存会

消防団長野第６分団 古牧地区ｽﾎﾟｰﾂ推進委員会

赤十字奉仕団古牧分団 古牧小学校PTA

古牧地区更生保護女性会 緑ヶ丘小学校PTA

古牧地区保護司会 南部小学校PTA

古牧地区白バラ会 櫻ヶ岡中学校PTA

食生活改善推進協議会古牧 三陽中学校PTA

手をつなぐ育成会古牧支部 古牧郷土史研究会

広 報 部

 組 織 （R7.４．１現在）



役員は各区（１２区）から選出

（７年度役員：部員約１４０名ほか 会長、副会長、監事）

議決機関

総会（評議員制度）
評 議 員＝会長、副会長、部会長、区長、部長、

副部長、部員、各種団体長

企画調整委員会＝会長、副会長、部会長、区長、部長
役 員 会＝会長、副会長、部会長、区長

事務局体制
事務局長、事務職員、福祉ワーカー（４名）



地域づくり

地域づくりのための活動（目標）

・生活環境の保持と改善

・地区住民の健康と福祉の増進

・文化の向上とレクリエーション活動

・地区住民相互の交流・親睦の推進

・人権啓発と青少年の健全育成

・防災・防火・防犯・交通安全活動



実施事業（令和７年度）

・住民自治協議会が主体で行う主な事業 ６０事業

・各区が主体で行う主な事業 ２３事業

地域で活動する各種団体への協力、支援



主な事業・活動支援

防災のまちづくり

・防災活動の指針となる「古牧地区自主防災活動要領」

の策定

・防災訓練、研修会の実施

・各区自主防災組織強化のための

          防災士の育成



地域福祉のまちづくり

・地域福祉活動計画の策定（5か年計画）

・高齢者の介護予防として健康体操の支援

・高齢者の交流を目的としてサロン活動の支援

・健康づくりに向けた事業の実施

・地域助け合い事業の実施

          （福祉自動車の運行、家事支援）

       ・福祉推進員の育成



住民の交流・ふれあい活動

・ふるさと文化芸能祭（作品展示と芸能部門）の開催

・地域公民館交流（対抗）球技大会の開催

・小学生が主催する子ども会活動への支援

・小・中学生のスポーツ大会の開催

・人権セミナーの開催



交通安全・防犯活動

・子どもを守るパトロール活動の支援

・交通安全街頭啓発（毎月第１水曜日）

・「防火・防犯・交通安全ポスターコンクール」に

          よる啓発（小・中学生を対象）

・地域啓発活動

           （看板、のぼり旗の掲示）

 



地域活性化に向けて

・三世代（子ども、保護者、高齢者など）の交流

・子育て支援活動の応援

・環境美化の整備、保持、改善への活動、支援

・課題解決にむけた勉強会の実施

・地域の課題の解決に向けた要請活動



事業のたな卸し

≪視点≫

・役員の確保と団体の存続

・効率的、効果的な事業運営

・地域の人財（材）の参画

誰でも
住みやすい
地域へ



今後の課題

地域活動を支える役員の確保となり手不足の解消

実施事業、活動などの継続と見直し

少子化に伴う育成会活動の存続

各種団体との協働事業の維持と見直し



広報活動

      ・全世帯への広報紙の配布

（A4判４面、年９回から１０回発行）

・ホームページの活用

          （住民自治協議会と各区の活動状況）

https://www.komakichiku.com/
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